
1 平成28年5月19日審議

申請者 精神科医長 西田　拓司

2016-1 職場でのてんかん発作に関するアンケート調査

研究の概要

判定 条件付き承認 説明文書の一部文言変更を追加を条件に承認された。

2 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 井上　麻衣

2016-2 胃瘻周囲の炎症を繰り返す患者のケアについての検討

研究の概要

判定 再審査 介入研究であるので倫理本委員会での審議が必要。

3 平成28年5月19日審議

申請者 神経内科医長 寺田　清人

2016-3 就寝中・入浴中のてんかん発作に対する報知システムの開発

研究の概要

判定 条件付き承認
倫理審査申請書の一部文言変更及び受託研究費の有無の確認を条件に
承認された。

4 平成28年5月19日審議

申請者 院長 井上　有史

2016-4
難治性てんかん病態におけるグリア機能の解明と診療ガイドライン作成
の研究

研究の概要

判定 承認 本申請は承認された。

てんかん患者の就労促進を目指すために、職場でのてんかん発作による外傷の現状を調査す
る。

皮膚症状を軽減させるケアへの統一を目指して、胃瘻増設患者のケアの現状を調査し見直す。

就寝中・入浴中のてんかん発作報知システムの開発を目指して、離床・見守りセンサーによるて
んかん発作検知力を検討する。

難治性てんかんの病態におけるグリア機能の解明と診療ガイドライン作成を目指して、てんかん
外科治療例における病理組織と硬膜下脳波記録との関連を調べる。



5 平成28年5月19日審議

申請者 脳神経外科医長 臼井　直敬

2016-5
慢性頭蓋内脳波における非常に早い高周波振動（very high frequency
oscillations: VHFO）の自動解析手法の開発

研究の概要

判定 承認 本申請は承認された。

6 平成28年5月19日審議

申請者 脳神経外科医長 臼井　直敬

2016-6
一般社団法人National Clinical Databaseへの手術・治療情報登録におけ
る個人情報の取り扱いについて

研究の概要

判定 条件付き承認 倫理審査申請書及び臨床計画書の一部文言変更を条件に承認された。

7 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 木内　千寛

2016-7
重症心身障害児・者に対する唾液抑制効果のあるスコポラミン軟膏を使
用しての効果の検討

研究の概要

判定 再審査 介入研究であるので倫理本委員会での審議が必要。

8 平成28年5月19日審議

申請者 神経内科医師 松平　敬史

2016-8 ＨＰＶワクチン接種後に認知機能障害を訴える症例群の脳血流変化

研究の概要

判定 条件付き承認
研究概要を院外ホームページと外来に掲示するオプトアウトを行うこと及
び倫理審査申請書（４）同意を得る方法の一部文言変更を条件に承認さ
れた。

皮膚トラブルなどの減少を期待して、唾液分泌の多い重症心身障害児者へのスコポラミン軟膏
塗布の効果を調べる。

HPVワクチン接種後に認知機能障害を訴える患者の病態を明らかにすることを目指して、脳血
流と神経心理学的検査の関連を調べる。

てんかん原性領域同定を改善させるために、非常に早い高周波振動の自動解析プログラムを
開発する。

National Clinical Databeseからの求めに応じて、手術症例を症例登録データベースに登録する。



9 平成28年5月19日審議

申請者 作業療法士 鈴木　健之

2016-9 てんかん患者の認知機能と主観的認識に関連する要因の検討

研究の概要

判定 条件付き承認 ホームページ掲載と院内掲示用の一部文言変更を条件に承認された。

10 平成28年5月19日審議

申請者 理学療法士 園田　安希

2016-10 小児のリハビリテーションに対する家族への意識調査

研究の概要

判定 条件付き承認 同意及び辞退方法の検討を条件に承認された。

11 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 杉山　理彩

2016-11 プレパレーションにおける検査説明のため視覚ツールの使用方法の検討

研究の概要

判定 条件付き承認 アンケート用式の提出を条件に承認された。

12 平成28年5月19日審議

申請者 副看護師長 原　稔枝

2016-12
てんかん専門病院に受診している患者の自分の病気に対する思いのアン
ケート用紙質問項目の変更（受付番号２０１５－３８の変更）

研究の概要

判定 承認 本申請は承認された。

リハビリの方針・指導の改善を目指して、施設間でのリハビリの方針・指導の際を検討する。

発達障害を伴うてんかん患者の検査・処置を安全に行うことを目指して、プレパレーション使用
状況の調査と手順化を行う。

すでに倫理委員会承認済の「てんかん専門病院に受診している患者の自分の病気に対する思
いのアンケート」について、アンケート質問事項の内容変更。

てんかん患者の生活の質の向上を目指して、てんかん患者の認知機能、主観的認識に関連す
る要因を検討する。



13 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 平田　節子

2016-13 成人てんかん病棟におけるリカバリーの導入

研究の概要

判定 条件付き承認
倫理審査申請書、臨床計画書、説明同意書のタイトルを統一することを条
件に承認された。

14 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 檜垣　奈美

2016-14 てんかん患者と関わる看護師の意識調査

研究の概要

判定 条件付き承認 アンケート用紙の一部文言の追加を条件に承認された。

15 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 石原　己緒光

2016-15
てんかん外科治療を受けるてんかん患者のストレス耐性と精神的健康状
態に関する調査

研究の概要

判定 条件付き承認 臨床計画書及び説明同意書の一部文言変更を条件に承認された。

16 平成28年5月19日審議

申請者 医療社会事業専門員 橋本　睦美

2016-16
てんかん外科手術を受けた当事者の社会生活及び社会生活上の満足度
の変化

研究の概要

判定 条件付き承認 院内掲示およびHP掲載文の一部文言変更を条件に承認された。

てんかん外科手術を受ける患者に術後の見通しが持てるような情報提供を行えるようになること
を目指して、てんかん外科手術前後の社会生活上の満足度の変化と、必要とされる支援を明ら
かにする。

本人の気持ちに沿って成人てんかん患者を支援することを目指して、リカバリーの視点をケアに
取り入れる。

てんかんに関する社会の啓蒙活動に貢献することを目指して、てんかん患者と関わる看護師が
てんかんを持つ人に対しての社会の偏見・誤解についての理解度を調べる。

精神的健康状態の対策を立てることを目指して、てんかん患者の外科治療前後における精神的
健康状態を調査する。



17 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 桐山　祐香

2016-17 重症心身障害児へのタッチングの効果

研究の概要

判定 承認 本申請は承認された。

18 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 市田　智子

2016-18 ALS患者や家族の気持ちに寄り添う看護の実践

研究の概要

判定 条件付き承認 説明同意書の一部文言変更を条件に承認された。

19 平成28年5月19日審議

申請者 看護師 村本　真裕美

2016-19
手指衛生に対する意識調査と対策を考える～擦式アルコール製剤に着目
して～

研究の概要

判定 条件付き承認
アンケート用紙の一部文言変更及び研究期間の修正を条件に承認され
た。

筋緊張や拘縮を併せ持つ重症心身障害児者のケアにおいて筋緊張や疼痛の緩和を目指して、
タッチングの効果を検討する。

最後まで病院で過ごす筋萎縮性側索硬化症患者と家族の気持ちをより細かく知って個別性のあ
る看護を行えることめざし、入院生活の希望や困っていることなどを調べる。

手指衛生の基本である手洗いや手指消毒を十分に行えないことに対する対策を立てることを目
的として、擦式アルコール製剤の使用に対する意識とタイミングを調査する。


